
私、金子としえは６期２４年、４人の子どもの

子育てと祖父母の介護体験を通して子育て支援や

教育問題、医療・介護保険制度の改善など、生き

ることを励ます政治をめざして取り組んできまし

た。また、身近な相談相手として地域の困りごと

や多重債務、生活相談など、２４年間に１０００

件を超える市民相談を受け、解決に全力であたっ

てきました。

引き続き、私、金子としえにみなさんの願いを

託してください。

日本共産党

4年前に掲げた「中学校卒業まで

の医療費無料化」。自民や公明議員

の抵抗もありましたが、市民のみな

さんの８０００筆の署名が力になり、

実現することが出来ました。

■中学校卒業までの医療費無料化

■保育料を据え置く経過処置

■多子世帯の保育料を軽減

2人目（保育料半減）3人目（0～2歳）

は無料に

■学童保育の運営に大幅な補助が実現

■住宅リフォーム助成制度を復活

■県が行う不妊治療に上乗せ補助を実現

■空き家バンク制度を実現

■遠距離通学のバス代補助金を増額

■特定検診時に前立腺がん検査（PSA）

■未婚の独り親みなし寡婦（夫）控除、

保育料・市営住宅家賃にも摘要

■街中にベンチ設置、飯能駅南口にトイ

レ設置…など。

安倍政権は、一昨年の「戦

争法」に続いて、今国会では

「共謀罪」の成立を狙ってい

ます。市民を監視し、犯罪者

に仕立てる悪法です。

地域から反対する運動を盛

り上げましょう。

日本共産党は市民＋野党共

闘を本気で実現し、安倍政権

打倒に全力でたたかいます。
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●日本共産党飯能市委員会(０４２-９７３-１０９１ FAX973-1079)は、

金子としえの人柄・政策・見解を発表しました。



憲法に明記された「国民が主人公」が、日本共産党の立党の精神です。

私は〝自由や幸福追求権を保障した憲法１２条〟〝健康で文化的な最

低限度の生活を営む権利を明記した２５条〟を、いつも活動の原点にし

て、これからも元気いっぱい全力でがんばります。

29年度、保育所に入れない児童

は７０人と深刻な事態に。「働くお

母さん」を応援するのは行政の責任

です。私は、低年齢児の受け入れ体

制を整え、待機児問題解決に全力で

取り組みます。憲法では「義務教育

は無償とする」としています。すで

に無償化している自治体は全国で５

５、埼玉でも７自治体あります。

「学校給食の無償化」実現しましょ

安倍政権の下で、年金の切り下げ、

医療や介護の負担増が高齢者のくら

しを圧迫しています。

一般財政の繰り入れで、健康保険

税の一世帯1万円引き下げ、介護保

険料の引き下げに取り組みます。
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私は要支援２で介護保険の訪問サー

ビスを受けています。しかし今後要支

援は介護保険から外され、「市独自サー

ビス」となります。内容が大幅に縮小

されます。今後どう暮らしたら良いか、

不安で一杯です。頼れるのは「暮らし

第一」の日本共産党だけです。行動力

ある金子としえさんに期待します。

本郷・肱岡恵子

不味い県水を給水されている地域の要

望に寄り添い、美味しい水が飲めるよう

にと働いてくれています。

また子どもの医療費無料化の運動の先

頭に立ち、２度の署名に取り組み、保守・

公明の反対を乗り越え実現しました。金

子としえさんは市民の宝です。引き続き

頑張って欲しいです。

岩渕・小藤正子

金子議員の早朝駅頭宣伝に励まされ

ての都内通勤でした。南口の信号が歩

車分離式になるまでは、時間が計算で

きず、電車に乗り遅れるのではと心配

でやきもきしました。その後、南口ロー

タリーの拡幅やトイレの開設、時計の

設置などの要求にも取り組んでくれた

ことに感謝しています。

美杉台・加藤勝代

その地位に長く就いていると自分が偉

くなったと錯覚してしまう人がいますが、

金子さんは、ますますその活動に磨きが

かかっています。それは「市民こそ主人

公」というゆるぎない軸をもっているか

らだと思います。すみれのようなゆかし

さと、強さをもった金子さんの活躍に期

待し、心からのエールをおくります。

河原・中里さつや

高齢化が進む中で、住民の足の

問題は深刻です。いつまでも住み

続けられるためには、既存の交通

システムを維持するとともに、デ

マンド交通や小型循環バスの運行

できめ細かい“足の確保”が必要

です。実現をめざします。


